
安宅の関(安宅駅,安宅の渡,安宅橋)(県史跡) 

(石川県小松市安宅町タ 140-4)(安宅住吉神社) 

 安宅の関（あたかのせき）は、石川県小松市の日本海側にある安宅に守護、富樫氏が設けたと言われる

関所。 

解説 

如意の渡しでのエピソードを元にした、源義経が武蔵坊弁慶らとともに奥州藤原氏の本拠地平泉を目指し

て通りかかり弁慶が偽りの勧進帳を読み義経だと見破りはしたものの関守・富樫泰家の同情で通過出来た

という、歌舞伎の「勧進帳」でも有名。  

『兵部式』では安宅駅、『義経記』では安宅の渡、『八雲御抄』では安宅橋と記述があるのみで、安宅関

と記載のあるものは謡曲『安宅』のみで、ここに関所があったかどうかの歴史的な実在性は疑問視されて

いる。  

現在は安宅住吉神社境内に位置する。1939年 3月 18日に「安宅の関跡」として石川県史跡に指定されて

いる。銅像の武蔵坊弁慶は七代目松本幸四郎が、富樫泰家は二代目市川左團次がモデルとなっている。  

 Wikipediaによる 

  
安宅関址碑            安宅関跡にある銅像。左から源義経、 

武蔵坊弁慶、富樫 

 

「勧進帳ものがたり館」は、「義経・弁慶発見ゾーン」「シアターゾーン」「安宅 発見ゾーン」の 3つの

ゾーンにて、安宅の関をご案内しております。 

 シアターゾーンでは、県立こまつ芸術劇場うららの杮落としで市川 團十郎さん（弁慶）、坂東 三津

五郎さん（富樫）、中村 芝雀さん（義経）が演じた「歌舞伎十八番の内 勧進帳」を 12分間のダイジェ

ストでご覧になれます。 

 


